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窓
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ム
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む
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Ｌ

の
戸
グ
七
久
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担
当
ガ

こ
Ｌ
マ
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時

間

乙
次

の
目

的

毛
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こ
こ

し

か
イ

ク

ζ
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な
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つ
ｔ

の

で

旱

負

た
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こ
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バ
ト

く
の

サ

と
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て

の
ん

ｏ
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人
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わ

下
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ネ

た

万ヽ

々

民
ど

う
一乱

鳴

し

―
フ

少

こ

、

不

τ

に
胸

夕

賢

う

´

晨

初

の
を

打
光
尋

に
は
十
鵬
「Ｊイ

ー‐．

尾

く
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幅

ド

ユ

・
■

声
―

ト

ル

‐ヽ‐含

一

あ
る

ん

の
大

門

に
は

二
す
が

に
亀

く

フヽ

こ

す

る

こ

、
会
長

の
紳

容
先

行
か
頼

山

賜
あ

先

人

の
手

ロ

ニ
蘊

↑
ｌ

く
お

ι

の
真
一

佑
渇
史
探
訪
つ
会
々
報
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脅
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ガ
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刑
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五
赫
一古
寺
ｔ
・所
ね
ご

電

車

ず

尾

五

駅

へ

氏
吋

二

十

一
分

漬

。
一
に

改

宗

し

た

五

宗

上

人

の

ｔ

の

こ

の

わ

れ

え

十

、

ホ

攻

、

私

よ

で

夫

卑

也

ホ

た

方
丁

宝

饉

一印

塔

が

あ

ノ

、

会

員

の

７

泉

さ

ん

油
二

人

た

万ヽ

く

と
駅

⊥

Ｒ
碁

の
莉

古

の

見

ゎ

け

力

な

ど

に

フ

い

て

Ｒ
毛

五

駅

ず

合
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ｕ

へ
条

か

す

る
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買

嗜

ん
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こ
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上

説
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、

内
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Ｄ
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当

会
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七
人
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始
フ
て入未
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物
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崎
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い
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鶴
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る
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Ｒ
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介
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↓
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ｉ
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澤
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應
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ｉ
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落
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Ｑ
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７
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。
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光

寺

へ

続

く

ん

級

毛

下

ク

線
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こ

ニ

う

薇

り

同

１

人

寧

手

へ

乙

非
／
く

。

ュ

４

簾
ヽ

当

■

に
着

く
前

頃

か

ら

急

に
大

位

の

五
蝙

介
た

一
人

が
重

木
る
種

の
狭

さ

の
五

り

に

静

ｔ

た

こヽ

ｔ

ル

ァ

７

で

あ

る
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大

二

屯

バ

眸

フ

て

こ

た

，

令

在

主

し

、

民

〓
Ｌ
、
の
細

々

と
札

く
い
え

１
次

の
ｒ

上

弩

へ
匂
う

の
だ

が
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私

に

二

こ
で
本

日

の
人

た
亀

を

猛

し

て
Ｌ
き

つ
た
。

こ
り
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、
七

明

寺

た

ハ可
ゴ

を

へ
久

た
カ

に

ヽ
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ご
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未

各
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上

寺
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〕
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上
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の
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の
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一
フ
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な
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つ
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０

で
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る

・

た
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た
な
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た
る
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．
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争
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３
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け
ホ
ば
毛
重
К
こ

の
瓜
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Ｒ
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町

看
】の
基
■
１
ロ
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フ
フ
あ

つ
た
義
満
の

権

カ

ー

け

る

几

↓

夕

す

る
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国

五

沿

つ

の

歩

五

ｔ

末

へ

こ

進

む

伐

″
″場

え

探

訪

の
金

の

列

は

え

宇

を

左

夜

に

し

た

彎

点

で

大

至

く

れ

木

先

頭

象

蘭

崎
歩
五
角

の
上
で

し
ば
５
く
資
統
茨

を

行

フ
こ
↓
ラ
状
色
ｚ
ん

フ
た
。

二
れ
ｔ

ａ
会

担
当
／

の
久
た
で
あ
る
。

こ
た
ん

今

け

ず

雪

間

は

す
ず

に
十

弩
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十

分

こ
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く

す
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号

浄
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寺

瑳
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巖

守
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に
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予
定

し
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の
た
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え
乙
常
糸

寺
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そ

れ
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泉

寺
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寄
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亀

く

ん
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ん

ん

乙
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汁
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寺

に
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月

介
雇
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た
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か

十

一
時
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分

．

分

ね

て

よ
ノ
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谷
先
生

か
う

ち
瀬

り
Ｌ
て

の
た
だ

り
た

え
五

え

化
財
協

会
保
護
各

員

の
財

問

ヘ

奸
先
生
よ
り
、
浄

上
雪

化
、
尾
通

つ
も

寺
在
十
ヾ

に
し
た
調
演

を
拝
聰
す
６
・

現

ゑ

の

オ

仁

寺

縛

檀

安

数

口

す

Ｒ

二

す

・家

Ｔ

化

は

全

国

か

５

９

、信
燿

の
力

が

大

ｉ

な

た

え

乙

ん

フ

７

一

‘

∠

？

耳

ｔ

当

争
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■
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〉署

へ

こ

ゆ

少
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る
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だ
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ツ
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民
ｔ
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へ
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紋

で
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る

○
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角

か
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い
て

あ
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茶

２

つ
た

だ
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グ
３
登
食

ｔ

み
る
。
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の
資
本

日
つ

会

菱

千

呵

毛

微

兵

し

た

ノ

ヽ

今

後
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例

ヘ
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だ
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ど
■
協
議

し

´
吋

よ
夕
争

の
十

三
案
内
ι
子
ゆ
た
だ
く
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案
内

こ
誌
り
．ょ

へ
十

六

オ

の

町

局

長

こ
は

こ

て

ｔ

足

え

た

７

カ

少
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ユ
ー
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ア

亡

処

ぇヽ

ル

書

―

つ
づ
陽

が
開

け
た
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さ
ら

に

一
般

に
は
見
ψ
ツ
ク
亀

じ
っ
祇
な

準

に
セ
ヘ
ヘ

て
い
た

だ

い
た
ｏ

古
え
書

類

ミ
絵

山
ん
ど
多
数

つ
夫

化
”

が

あ

っ
た
介

喚
３
れ

た
時

間
内

↑
あ
よ
り

に

ｔ
多
数

の
島

々
で
あ

，
た
為

十

分
頭

に
奮

ｔ
ず
従

フ
で
今
肇

毛
止

め

て
脳
乳

１

■
ぐ

フ
て
ｔ
わ
ず
ダ
に
、
お
紙
迦
様

の
λ
ぬ
主
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光

寺

に
ま
ず

行

く
二
乙
に
た

ょ
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ゲ
乙

セ
老

ん
た
が

Ｒ
ぼ
ノ

予
定
ｉ

リ

ロ
脅
寺

へ

旬

う

。

当

寺

嗜

千

光

寺

出
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え
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３

ホ
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五
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夫
術
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あ
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。
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ゆ
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う
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●
目
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へ
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た
て
る
し

企
中
え
重
末
一

等
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内
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あ
る
林
え
夫
テ
の
記
奄
牌

亡
横

目
に
見

て
細
わ
路
地
ｔ
ね
け
る
こ

大
三
な

わ
３

じ
が

け
え
面
国
寺

へ
尾

く

。　
万
簑

を
上
ノ

■
る

こ

の
フ

の
間

に
か

資

料

Ｒ

記

載

し

た

日

程

で

感

至

３

に

移

言

に嗅
権
嘴
篠
紹
“
Ｐ
一
い
輝
構
み
』「
］

し

た

。

勝

チ

で
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あ

過
ぎ
た
こ
こ
こ
、
崩
Ч
か
ら
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古
春
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‘
一で
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体
的

に
ｔ
団
体
行
動
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無
理
ギ
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晰
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あ
ジ
御
八ヽ
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日

の

久

カ

ー

例
公
担
当
者

乙
ｔ

て
勉
強
不
足
ず
ぁ
フ

た

為

‘

角

の

イ木

日

で

ｔ

ヶ

七

亀

夭

候

Ｆ

ｔ

か
か
わ
５
ず
御
グ
ラ
如
の
た
だ

ｏ
た
巧ヽ
魚
に

十
分

を
説
明
が
ギ
■
ず
大
交
申
ｔ

分
け
た

く
モ

０
ま

ｔ
た
ｏ
　

本

・
日
左
な
訓

∠
ｔ
て

一
瞬

”
げ
猥
彎
岬
肛
嘲

珊
は

“
喘
腋
〔

「

ま

せ
ノ
。
会
長

つ
″
窓
先
生
、
司
公
長
の
田
口
気

を

は

じ

め

公

貝

つ
皆

様

と

本

日

御

参

わ

Ｄ

た
だ
つ
た
方
々
つ
御
協
力
ｔ
深
く
應
）議

‐＞

た
し
ま
す
。

二
月
一Ｔ

六

‥
日
記

砲
バ

ミ
ん
だ

４

五

の
街

ユ

み

が
及

堂

で

て

る
。　
二
菫

の
塔

亡

バ
ッ

ク

に
記
食

扁

影
。

ｏ
フ
ま
ず

ｔ
た

り
俎

り
出

こ
ん

う

にヽ

３

が

り

な

の
。

薄

日
グ
射

ｔ
■
癖
一た
●
上
ツ
の
五

五

人
出
寺

へ
進
む
。
人
山
寺

で
は
紳
な
先

生
の
友
人
の
住
硫
の
管
厚
こ

に
よ
ノ
お

茶

‘

め
た

だ

三

フ

フ

当
〓
寸

に

よ

フ
わ

う

託

ｔ
聰

く
ｉ

ふ

ず

間

に
描

↑
れ

た

す

人

の
会

が

″
象

に
質

っ
て

↓
う
。


